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研究成果の概要（和文）： 

メカニズムデザインの手法を用い、中国南西部の湿潤地域と中国北西部の乾燥地域のそれぞれ

において、農業生産者の土地資源および水資源の利用に対する望ましい政策介入について分析

した。分析においては地理情報システムおよびリモートセンシングの技術を活用し、地域の空

間的な特徴を内生化した経済モデルの設計を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Applying the method of mechanism design to China’s temperate south-western region and arid 

north-western region, this research analysed desirable policy interventions regulating farmers’ use of 

land and water resources. Aided by the geographic information system and remote sensing technology, 

spatial characteristics of the regions were endogenized into the economic models specifically designed 

for the present research. 
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１．研究開始当初の背景 

 農業における土地資源および水資源の利

用方法や管理方法には、地域の伝統・組織・

規範が強い影響を与えている。しかしながら

、慣習に依存する資源分配が非効率であるケ

ースも指摘されており、これが近年の土地・
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水資源市場に対する規制緩和を支持する学

説の理論的根拠となっている。一方で、市場

の失敗への懸念も消えてはおらず、これが地

域組織による資源管理の継続を求める意見

に繋がっている。 

 本研究開始当初においては、現実世界にお

いて観察される資源利用の方法が各地域の

歴史的・地理的・文化的背景によって社会的

に定められた合理的な制度であることを示

す研究は多く存在したものの、制度設計の考

え方を用いて相反する二つの学説の優越を

判断する試みは限られていた。中でも、歴史

的な統計の整備が遅れている中国において

は、これらの判断を可能にするための情報が

揃っていなかった。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究においては、中国南西部の湿潤地域

と中国北西部の乾燥地域のそれぞれについ

て土地資源および水資源の歴史的な利用実

態を把握するための経済―工学統合データ

ベースを作成した上で、それぞれの地域にお

いてメカニズムデザインの観点から、農業生

産者の土地資源および水資源の利用に対す

る望ましい政策介入について分析すること

を目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 中国雲南省南部の棚田地帯（紅河県・元

陽県・金平県・緑春県）について、1970年代

から現在までの衛星の画像を解析した上で、

この結果をデジタル標高モデルおよび人口

センサスのデータと結びつけることにより、

土地利用および水利用を規定している自然

地理的および社会経済的要因を分析した。 

(2) 雲南省元陽県の農村にて100余戸の農家

を対象とする調査票調査を行った。ここでは

農業生産に関する基本状況に加え、土地資源

と水資源の利用状況について詳細なデータ

を収集した。また、分散錯圃の実態を調査す

るため、聞き取り対象となった農家が耕作し

ている全水田の地理情報データを収集し、調

査票調査の結果と合わせて解析した。 

(3) 甘粛省張掖市にて現地調査を行い、現地

における水取引について農家・用水者組合・

灌漑区・地方政府等のステークホルダーから

網羅的な聞き取りを行った。ここで得られた

情報を基に、現地の水取引を再現した非線形

計画モデルを構築し、当該地域における土地

利用及び水利用のパフォーマンスを分析し

た。 

 

 

４．研究成果 

(1) 衛星画像の解析の結果、1970年代には連

続的に広がっていた棚田が、1990年代頃を境

に他の土地利用によって分断され始め、現在

も、より多くのより小さい棚田へと変化して

いることが明らかになった。また、各地点に

おけるこの変化の速度は、標高・斜度・日照

量といった地理的要因と、人口密度・民族構

成・市場への距離・その地における農業の重

要性といった社会経済的要因の双方に依存

していることが明らかになった。 

(2) 雲南省元陽県における調査票調査および

地理情報データから得られた情報を併せて

分析した結果、集落からの距離と土地生産性

には標高を介してトレードオフの関係があ

ることが明らかになった。また、多くの圃場

を抱えた農家では、遠くにある、土地生産性

が高い圃場の管理が粗放的になってしまい、

圃場の良質性が十分に生かせていないこと

が明らかになった。 

 これらの知見を上記 (1) にて得られた知

見と総合することにより、中国南西部の湿潤

地域において生物環境的にもまた観光資源

としても高い価値を持つ棚田の持つ景観が

将来的に失われてしまう可能性を防ぐため

には、当該地域の土地利用および水利用につ

いて政策的介入が必要であることが指摘さ

れた。とりわけ、農外就業機会が多い地域に

おける分散錯圃制度の再検討が必要である



 

 

ことが指摘された。 

(3) 甘粛省張掖市の水市場を対象にした現地

調査からは、農業内での水取引の制度は存在

するものの、農家には活用されておらず、制

度設計に欠陥がある可能性が明らかとなっ

た。またモデル分析の結果、分散錯圃の進ん

でいる東アジア型の農業地帯においては、従

来の水取引モデルが想定している一農家一

圃場型の農業地帯における水取引とは異な

る水需要の構造があるため、後者を想定した

水取引価格への介入が市場の失敗を増長し

ている可能性があることが明らかになった。 
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